
 

              

事例  

８月下旬、山口県蓋井島周辺海域において、ほぼ同時刻に小型船３隻 

① プレジャーボート（６．６ｍ、４名乗船） 

② 漁船（２．９トン、２名乗船） 

③ 漁船（３．６トン、１名乗船） 

の転覆事故が発生しました。これら転覆の原因は突風によるものと思われま

すが、この転覆で７名の方が海に投げ出され、巡視艇や付近通行船舶に救助された

ものの、うち２名の方が亡くなられました。 

事例からの教訓  

どの船も出港時にはそれほど風は強くな

かったため、出港に踏み切ったようです。激

しい突風をもたらす竜巻などの現象は発達

した積乱雲によりもたらされますが、発現時

間が短く、発現場所も極めて狭い範囲に限 

         

られる反面、竜巻

注意報などは比較

的広い範囲（概ね

一つの県）を対象

に発表されるため、「自分のところは大丈夫だろう」といったこ

とで注意が散漫になりがちです。気象情報や雷注意報に十分

留意して出港の可否を判断するとともに、急な天候変化に注意

し、早めの帰港にも心がけてください。また、今回事故者の７名

のうち３名がライフジャケット未着用で、着用していた４名は軽

い怪我をされた方もいましたが全員無事救助され、ライフジャ

ケット着用者の生存率が高い結果となっています。 

 

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数の推移
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平成２３年７,８月プレジャー

ボート等海難発生隻数 

計 隻 

衝  突 7 

乗  揚  3 

転  覆 １ 

浸  水 1 

推進器障害 2 

機関故障 １６ 

運航阻害 １６ 

安全阻害 １ 

そ の 他 １ 

マリンレジャーに伴う海浜事

故者数 

合計 人（ 人） 

遊泳中 21(9) 

釣 り 中 4(0) 

スキューバダイビング中 １（０） 

その他 １(０) 

※（ ）内は 

死亡・行方丌明者数 

第七管区海上保安本部 

マリンレジャー安全推進室 

℡ 093-321-2931(担当：橋本) 

E-mail:kyuunan7-j7vj2@kaiho

.mlit.go.jp 
第７２号 平成２３年９月 

転覆した漁船の上で救助を待つ男性 



釣りシーズン到来！ 
釣りが活発となる秋口から冬季において、釣りレジャーに伴う事故の多発が懸念される

ことから、海上保安庁（七管区）では 

10月１日（土）～１６日（日）を「釣り愛好者安全指導期間」 

と定め、集中的に現場指導、講習会等を実施します。釣りに行くときには、次の事項を 

励行し、安全に釣りを楽しみましょう。 

・ライフジャケットの常時着用 ～ 浮力の確保 

・防水パック入り携帯電話等の携行 ～ 適切な連絡手段の確保 

・海のもしもは１１８番 ～ 速やかな救助要請 

☆ 釣りには、複数で行きましょう！！ 

～同行者による迅速な救助要請等が期待できます～ 

☆ 事前に気象・海象の情報を確認しましょう！！ 

◎釣り中の事故は近年増加傾向にあります。また足場の悪い磯場に比べ安全と思われが

ちな防波堤や岸壁ではライフジャケットの着用率も低く、事故も多発しています。 

 

防波堤や岸壁は基本的にはレジャーを楽しむ場所

ではないので危険がいっぱいで

す。写真のように、岸壁は垂直

で簡単に這い上がることができ

ない上、海面付近には尖ったフ

ジツボなどがビッシリと付着し

ているため、つかまって休むこ

とさえできない状況です。 

ひとたび海中に転落しようものなら、泳ぎが得意な方でも自力で

助かるのは至難の業です。 

 

 


